Presocratics between Atheism and Theism by 三浦 要 & Miura Kaname












無神論と有神論のはざまで
た自然の探究や神的ロゴスの内実の明確化によって形而上学的問いに答え，魂論を通じて
生き方に関わる倫理的問いにも答えようとし，また，ミクロコスモスとマクロコスモスの
類比を通じて認識論的問いにも対応しようとしたと言える。事情は，クセノパネスにおい
ても同様であろう。自然哲学者による自然研究は，たしかに「神々」を排除したかもしれ
ないが，「人間ならざるもの」としての「神」を排除してはいない。それは，実は「超自然
的」なものではなく，「非自然的」なものでもなく，むしろ「自然内的」なものとして，現
に自然の説明原理となっているのである。
おわりに
古代のギリシア人にとって神々の存在は自明のことであり，定まった聖典(bible)も信
経(creed)も教理(dogma)もなく宗教的儀式や|貫習があるだけのギリシア宗教におい
て，「神とは何であるか」という，宗教にとって本質的であると思われる問いが改めて問わ
れることはなかった40。ヘシオドスは『神統記」を著して神々の系譜を物語ったが，われ
われは神の探究すなわち神論の端緒を，このヘシオドスの『神統記』に，とりわけその系
譜の起点に中性名詞「カオス」(Mog)を措定して「まず初めにカオス（空隙）が生まれ
た」（116行）と躯ったところに求めることもできよう4'。当のカオスの発生源には触れら
れていないが，神々の始原であるカオスについて，それが男性性をも女性性をも超えた単
一の礎質という本性を有しているという見解一一それも，かなり革新的な見解一一をそこ
に看取することができるからである。
しかし，体系的な「神論」ということで言えば，クセノパネスを待たなくてはならなか
った。ホメロスやヘシオドスにおける神々が世界の外にあって自然の法則をも支配して不
条理にみえるやり方で振る舞っていたのとは違い，初期の自然哲学者たちにおいては，自
然の内部にあって内側から世界を規制する法則・自律的原理として神として構想されるの
である。たしかにその神は神人同形性という特質をもたないものではあるが，不死性と偉
大なる権能を所有しているものとして,宗教感情の向かう対象となりうるものなのである。
そして，こうした「哲学者の神」は，自然研究がさらに淵こした後においても依然とし
て保持されていく。テオプラストスが，自然学的研究に取り組んだ人々のうちで一番新し
い年代の人物であると語っていた紀元前5世紀のアポロニアのディオゲネス（クセノパネ
スより100年以上後の自然哲学者）は，「私の考えでは，思准をもつのは人々によって空
気と呼ばれているところのものであって，これが万物の舵取りを行い，万物を支配してい
る。なぜなら私は，まさにこれこそが神であり，すべてに行き渡って，万物を配置し，あ
らゆるものに内在していると思うのである」（｢断片」5冒頭）と述べているが，これはほ
とんどミレトス派の思考形式を踏襲した神論となっている。それは，背後にある，自然哲
学者が共有している宗教的心性の強固さを物語っている。
（金沢大学人間社会学域人文学類教授）
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